
北部グローカル構想

■地域資源を生かした職住一体型生活圏の構築による魅力ある暮らしの実現
　整備が進展する京都舞鶴港や高速道路網等の基盤を最大限に生かし、海外
に開かれた交流と、「誇れるふるさと」「住み続けられる地域づくり」「若
者が戻ってくる地域づくり」をコンセプトに、京都府北部地域連携都市圏形
成推進協議会と連携し、新たな産業拠点の形成と職住一体型生活圏の構築を
進めます。
【主要な取組】
●ＡＩ・ＩｏＴ等新技術による魅力ある職住一体型生活圏の構築
●ヘリ＆クルーズ等観光をベースとした新たな産業活性化の拠点づくり
●キャッシュレスモデルエリアの創設

舞鶴市 

宮津市 

綾部市 

京丹後市 

福知山市 

伊根町 国際ふ頭Ⅱ期整備 

第２ふ頭の岸壁整備 

旅客ターミナル等整備 

国道２７号（西舞鶴道路） 

臨港道路上安久線 ほか 

京都舞鶴港の整備 

丹後・知恵のものづくりパーク 
伊根の舟屋 

天橋立 

山陰海岸ジオパーク 

南丹地域・京都都市圏 

兵庫 

鳥取 

阪神都市圏 

日本海国土軸の形成 

山陰近畿自動車道の早期整備の促進 

コウノトリ但馬空港 

天橋立の世界遺産登録 

地域活性化拠点づくり 

丹後郷土資料館リニューアル 

宮津エネルギー研究所用地の活

用 

福知山公立大学 

京都工芸繊維大学 

（福知山キャンパス） 

観光×ものづくり 
丹後織物の拠点「TANGO OPEN 
CENTER（仮称）」整備 

丹後王国「食のみやこ」 

与謝野町 

ちりめん街道 

北部産業創造センター 

長田野工業団地 

アネックス三和等 

宿泊施設、ヘリポートの誘致・ 

整備 

京都舞鶴港、舟屋の里、丹後郷土資料館、夕日ヶ浦等の観光拠点・地域

資源について広域周遊ネットワーク化（ヘリ＆クルーズ観光） 

大型クルーズ船の寄港増による対岸交流

のゲートウェイ機能強化 

｢観光×ものづくり｣、 

｢観光×農林水産業｣、 

｢歴史・文化×ものづくり」に

より新産業を創出 
５Ｇ・ＩｏＴの高度無線環境整備による医療､教育､子育

て､災害情報等への活用 

舞鶴工業高等専門学校 

｢半農半Ｘ｣、 

「二地域居住」など 

多様なライフスタイル

の実現 
 

キャッシュレスモデル 
舞鶴エリア、宮津エリア 

「大学×ものづくり」

によるイノベーション

の創造と人材育成 
 

京のブランド水産物の構築 

体験型観光「漁観連携」 

京都舞鶴港 



　　　京都スタジアムを中核とするスポーツ＆ウェルネス構想

■京都スタジアムを核とした元気あふれる交流都市圏の形成

「京都スタジアム」の完成を契機に、大学や京都トレーニングセンター、

府内スポーツ施設の連携を進め、丹波高原や桂川・由良川もフィールドとし

て活用しながら、内外から人が集まる日本有数のスポーツ・健康エリアとし

て、食やスポーツ科学と連携した地域づくりを進めます。

【主要な取組】

●トップアスリートの育成とスポーツのメッカづくり

●スポーツ、食や癒しによる健康づくりの先進モデル地域づくり

トップアスリート育成 

国際競技大会の誘致 

オーベルジュ、農家民宿、自

然景観等をつなぐ、体験型・

キャッシュレス対応型周遊観

光の環境整備 

南丹市 京丹波町 

丹波自然運動公園の整備 

京都トレーニングセンター 

車いすトレーニングコース 

亀岡市 

森の京都 味夢の里 

宿泊施設 

東京2020オリンピック・パラリンピックホストタウン 

・京丹波町（ニュージーランド・ホッケー） 

ワールドマスターズゲームズ2021関西 

・丹波自然運動公園（ゲートボール） 

東京2020オリンピック・パラリンピックホストタウン 

・亀岡市（オーストリア・空手） 

ワールドマスターズゲームズ2021関西 

・南丹市（デュアスロン） 

京都スタジアムの建設 

湯の花温泉 

明治国際医療大学 

京都医療科学大学 

京都先端科学大学 

京都丹波高原国定公園 

芦生の里 

京都丹波地域におけるスポーツ施設や医療科学系大学等の立地状況を生かし、競技スポー

ツ・生涯スポーツを両輪で進めるとともに、温泉を生かした健康産業や自然環境を生かしたア

クティビティ関連産業を創出 

東京2020オリンピック・パラリンピックのホストタウンやワールドマスターズゲームズ2021関西

の開催等を通じた国際交流やインバウンド等への外国語対応を促進 

各総合型地域スポーツクラブ

との連携体制の構築 

医療産業等と連携した

京野菜等を活用した

商品・サービスの開発 

• サッカーの国際試合などに対
応（約２１，６００席） 

• 屋内クライミングウォール 

• ｅスポーツ 

• ミュージックキャンプ「府民総
合奏」開催 

• ＶＲ、ＡＲ等の技術を用いたス
ポーツ環境､観戦環境の提供 

• 中北部地域への人の流れを
造る新たなゲートウェイ 



北山「文化と憩い」の交流構想

■京都が世界に誇る文化と憩いに包まれた交流エリアの形成

旧総合資料館跡地を活用した「シアターコンプレックス」や、開園１００

周年を迎える府立植物園など、芸術の発信や賑わい・交流機能を有する施設

の整備に取り組むとともに、国際ＭＩＣＥを促進し、文化庁移転を契機とし

て、国内外から人が集い、交流し、京都から新しい文化創造を進めます。

【主要な取組】

●旧総合資料館跡地活用に伴う新たな文化芸術・交流発信拠点づくり

●アリーナの整備検討

府内博物館・美術館等ネットワークを活用した地域文化の振興 

国際ＭＩＣＥを契機とした分科会、ツアー、エクスカーションなど 

府立医科大学､府立大学､京都工芸繊維大学の共

用体育館機能を有したアリーナの整備検討 京都コンサートホール 

三大学教養教育共同棟 

植物園 
京都学・歴彩館 

京都府立植物園100周年未来構想 

京都市 

国立京都国際会館 

機能強化 

ＭＩＣＥ機能の充実 

パルスプラザ 

府立大学 

文化庁移転の促進 

文化政策の対象拡大等 

文化庁との連携強化 

旧府立総合資料館（跡地活用） 

劇場を中心に、創作ホール、展示空間、練習場等

を集積したシアターコンプレックスを整備 

 

文化庁移転を契機とした 

新たな文化発信・交流促進 

• 舞台芸術・視覚芸術が集積した創
造・発表の機能 

• コンベンション、宿泊、飲食施設等の
集積や、魅力的なイベントの開催等、
賑わい・交流機能 

• ビジターセンター、ショップ、カフェ等を備えた複合
的な正門エントランスの整備 

• ゾーン内に立地する各施設との垣根のない連携 

国際日本文化 

研究センター 

アリーナの整備検討 

シアターコンプレックス構想 

大学や企業と連携した国際ＭＩＣＥ施設などの

基盤整備や既存施設の活用促進 

ＭＩＣＥ機能の充実、文化交流 

関西文化学術研究都市 

京都文化博物館 

堂本印象美術館 

京都国立博物館 

京都市美術館 

京都国立近代美術館 

ロームシアター京都 



新名神を活かす「高次人流・物流」構想

■関西の「へそ」となる人流・物流・産業の広域拠点づくり

新たな国土軸である新名神高速道路の全線開通のインパクトを生かした人

流・物流・産業の拠点形成に取り組むとともに、国際空港や港湾などとの連

携も視野に入れた経済圏、良好な住環境を備えた生活圏の形成を進めます。

【主要な取組】

●西日本最大級のアウトレットモールの誘致

●次世代型物流拠点の誘致

●新たな産業エリアやインランドデポ（内陸型保税倉庫）の創設

２０２３年完成目途 

・城陽～大津間 

・高槻～八幡京田辺間 
 

新名神高速道路 

・宇治田原山手線 

・宇治木屋線（犬打峠） 

宇治市 

• ＪＲ向日町駅等周辺整備の促進 

• 西山天王山駅ターミナル機能強化 

• 阪急京都線連続立体交差の促進 

• 京都市内観光との連携強化など 

奈良県 

和束町 

府中北部 

環日本海 

大阪府 

関西国際空港 

相楽東部未来づくり 

ゾーン 

• きづ川アクティビティパーク 

• 農家民宿や民泊の活用 

京都南部産業立地等 

促進ゾーン 

• 久御山町新市街地整備 

• 淀川河川公園整備促進など 

ＪＲ奈良線高速化・複線化 

木津川右岸整備 

城陽市 

井手町 

笠置町 
南山城村 

八幡市 

久御山町 
大山崎町 

長岡京市 

向日市 

• アウトレットモールの誘致 

• 次世代型物流拠点の誘致 

• 宿泊施設の誘致 

• 木津川運動公園北側エリア
整備 

• 新たな産業エリアやインランド
デポ（内陸型保税倉庫）の創
設 

城陽市東部丘陵地 

ゾーン 

関西文化学研都市との連携強化 

関西圏と中京圏を結ぶ

一大連携拠点の形成 

宇治茶実践型学舎の創設 

• 第二期複線化整備促進 

• 駅舎の整備促進など 

• 宇治茶のプレミアムブランド化 

• 宇治木津線整備促進など 

乙訓ゲートウェイ 

ゾーン 

宇治田原ＩＣアクセス 

宇治田原町 



スマートけいはんな広域連携構想

■環境にやさしく持続可能な「次世代型スマートシティ」の実現

　未来の「超スマート社会（Society5.0）」を見据えた利便性が高い都市モ

ビリティや安心・快適な生活環境等、スマートシティの実証を進めるととも

に、「ゆとりの生活空間・癒やしの空間」である相楽東部地域まで拡大し、

広域的に次世代型スマートシティの実現を進めます。

【主要な取組】

●新交通システム等、ＭａａＳ(Mobility as a Service)の「レベル４（交通

　サービスの統合が進んだ状態の最高レベル）」の実現

●グレーターけいはんな・相楽東部地域への展開

木津川市 

大阪府 

関西国際空港 

奈良県 

ＭａａＳシティの実現 

• 新産業創出を核とした「ま
ちづくりビジョン」の策定 

• 企業誘致 

 

関西文化学術研究都市 

南田辺・狛田地区 

関西文化学術研究都市 

木津東地区 

精華町 

学研都市×相楽東部の展開により「次世代型スマートシティ」の実現をめざす 

グレーターけいはんな 相楽東部への展開 

豊かな自然を活用したスモール＆スマートな

レジデンスの創出 

ＭａａＳ実証から社会実装に向けた連携 

２０２５年日本国際博覧会（略称「大阪・関西万博」）の開催に合わせ、科学や文化学術の体験型

イベントを一体的に実施し、暮らしの中で文化・学術・研究の成果を感じられる機会を創出  

学研都市を中心とした

南部地域の鉄道ネット

ワークの充実強化 

• ＭａａＳの取組について、「Communication
（テレビ会議､Web会議）」や「Factory（工
場）」などの分野においても、新たなビジネ
スの創造など、柔軟なスマートシティを推進 

• 触れることのできるクローン文化財の展
示・作製拠点を整備し、アジアの文化財セ
ンターをめざす 

 

• 交通サービスを全て統合し、検索、予約、
決済を一括して行うことができるＭａａＳの
「レベル４」を実現 

• ＡＩやＩｏＴ、ロボット技術（けいはんなロボット
技術センター）を活用し、バスロケーション
システムやＥＶカーシェアの導入など、新た
な交通システムやサービスを展開 

 

 

「ＭａａＳ・α」促進プロジェクト等 

相楽東部地区 

• 宿泊施設、サテライトオフィ
スなどの立地促進 

• ＭａａＳ社会実装に向けた
生活支援モビリティの構築 

 

笠置町 

和束町 

南山城村 

京田辺市 

京大・府大附属農場を活用した

グリーンイノベーションの創出 

• 都市計画変更､早期事業化 


